Some Problems on the Education of Mentally Retarded Children (3) : Some Pioneers on the Education of Mentally Retarded Children by Oishi, Jungo
精 神 薄 弱 児 教 育 の 諸 問 題 (3)
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同じような伝説は Euphrasiaとか Eupraxiaのように,種々 な名前で記録されている博愛主義
の貴婦人の場合にも作りあげられている。彼女の夫君 Antigonus(コンスがンチノープルの元院老













酔状態 (Stupefaction)|こされた人が ``fatui''(ボーッとなった人)といわれた。 そこで, この
てfFatui''とぃぅコトバが 「意識なき」 (WithOut a mind)すべての人に転移されて “Fatuul"と
なったという根拠である。同様な結果と考えられる「愛している」という状態も `=infatuation"(









あるが,ギリシャ語の “idi5t5s'',すなわち “priVatc person''から出ていることは間違いない。従
って,idiotはr`the cOmmom man''(普通人)を意味するものであった。ところが, この ``COm―











局,imbecileはidiOtよりも重くない精神の薄弱 (WCaknCSS Of hc mind)1こ限定されることにな
ったようである。
要するに,語原は実に不思議な細道を進んでいくものである。 Fatlnの妻 の霊験 から fatuity








いうのは,新しい学問 (new lCarning)に対して罵倒したもので, Dunsとか Dunccの名前は,
すでに “SOphist''とか ``hair splitter"c/1ヽ理窟屋)といわれていたものが,すでに ``学習に鈍 感
な,鈍い頑固もの (du11,ObStinatc pcrson impervious to learning), また “学習できない馬鹿も




がよいものもあった。例えば,ロー マの詩人 Marialis▲は,Augustu号工 皇帝のお抱えのばか者
(fool)Gabbaは非常に評判が高かったとのべている。また,暴君ネロの先生であり,ストア学派
の哲学者セネカ (Lucius Annacus Scncca,B.C。4-A.D.65P)の書 簡 に一― 私 の妻 の愚者
Hcrpastcは先代の遺産であるが,なはこのバケ物が嫌いである。従って, 妻は盲目であるが,家
の中は暗いと称して妻を外へ連れ出している一一という,fO。1の忠実な下僕の様子をのべている。







なった。 (fOuとfO01のコトバはラテン語 fOllisが語原で,fOllisは一対のフイゴ a pair Of bellows
で,fOuは片方のフイゴを意味している。複数の fOllCsはプップッと息を吹く両類を意味する)こ
のばか者の道化者は,不恰好な身体をした人とか精神薄弱者から召し抱えられた。MOreauは,道
化者 (thC bOuffons)の大部分が imbcCilC(痴愚)であったし,また, このコトバを認めた科学的
医学的な意味では,精神の弱さ Fffaibles d′espriど'のあったことを強調している。
このように,精神薄弱者の道化者の中には,名声を博したものもおり,伝記作家から賞讃を得た
ものもいる。フランス国工の Francis一世 (1494-1547)の宮庭内での ``Triboulet''ゃ`【Brusqu‐
et''の名前,それに SOXOny王国の知者フレドリック公 (Duke Frcdrick,1463-1525)の側近の
人たちを楽しませた Klaus Narrの名前は,今なお百科辞典▲ に記載されている。 フランスのチ
ャエルス五世 (Charles v.1337-1380)の時代には, フランス北東部のChampagnc地方は,宮廷
にバカ者 (fO01)を供給する独占権を授与されたといわれる。
偉大な天文学者 TyChO Brahc(1546-1601)は, 新しい友として痴愚者の ``ささやき"も神の





である。しかし,大多数の idiOtsゃimbCCilesたちは, 必ずしもそうであったといえない。 多く










事がうまくいかないと泣いた。そこで私は Anhalt王に言った。 “もし私が君主であれば, この
子供を M。ldau(Dessauの近くを流れる川)サ||に連れていって, 溺死させる"といった。しか
し工は私の忠告に従わなかった。そこで私は“キリス ト教徒は,教会で主の祈りを捧げ,主が悪




鹿な子供は翌年死んだ。 ルッターは, 彼がなぜそのような忠告をしたかを尋ねられると, 彼は


























の温情に感激した。ltardはァベェロンの野生児 (lC SauVagC d′AveyrOn)を, 初め普通の生活に







(1)  JaCob Rodrigues Pereire(1715-1780)





















Pcreircは,173o年9月15日パ リー で亡くなった。彼の遺体はモンマル トル (MOntmartre)の墓
地に葬られた。
(2)  Jean Marc Gaspard ltard (1774-1838)
Itardはフランス南東部の ProvcnccのOraisonに生まれた。「アベェロンの 野 生 児」教育の
ための彼の努力によって,精神薄弱児教育の傑出した先駆者の一人としてあげることができる。
Itardは,実業的な職業に入ることになっていたが, 彼が安定した職業に就く年令に達した当時














たが,すぐに逃げ出した。1798年,少年は3人の猟師に再び捕えられ,コーヌヘ 連 れ て こられた
が,また逃げ出し,厳冬の寒さに曝されて6ヶ月間,放浪者のような生活をした。ある冬の日,少
年は St,Semin市の郊外にある染物屋の家に入ってきた。 半年前に着せられていた名ごりしかな





され, ついで Itardのもとに連れてこられたものである。 少年については, 種 な々見解があっ
た。ある観察者たちは,この少年を食わせもの (SWindlCr)であるといっている。当時有名な精神科
医 PhJippc Pinelは,少年の検査後, この少年の野性はまやかしもの (fake)であるし,また,
“家畜に劣る不治の白痴"(an inCurablc idiotぅinfer r to domestic)でぁると判定した。なお他の







i, Juve五1ぎ Iupinus HcssёnSiS.
(ヘッセの狼少年,1544)
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il・ JuVCnls ursttnus Lithuanus.
(リスアニアの熊少年,1661年)
i五。 JuveniS OVinus IIibcrnius.
(アイルランドの羊少年,1672年)





















てあげられるは,R.M.Zinggの“WOlf childrcn and Fcral Man,New yrok,Harper,1939''が
ある。
さて,Avcyronの野生児 ViCtOrがItardのもとへ連れてこられた時, この若い医師は,PinCl









































(3)  Johann Jacob Guggenb?hl (1816-1863)
Guggenbuhlは,1816年3月16日スイスの Zurich湖のほとり Meilcnで生まれた。 医学生の
時,医師であり哲学者であった Ignaz Paul Vitals Troxlerから説切された Crctinism(クレチン病)
に興味をひかれた。TrOXlerは,クレチン病を一種の風土病的な人間の変性と論じ, この病気に罹
患しているものに, 何らかの方法がとられてもよいとのべた。 1836年,20歳の Guggcnbuhlは,
U?州の SCCdOrfの村を通った時,路傍の十字架の前でブツブツ言いながら神に祈っている馬鹿づ
らをした,背の小さい,びっこのクレンチを目のあたりに見て,強く心を動かされた。彼は近くの





















嘲った。そこで Guggecnbuhlは,権威ある支持をうるべきであると感じ,“Christenthum und Hu‐
manitat im Blick auf den Crctinismus"と表題をつけた感動的な請願を, スイス自然科 学 学会










ト以上あるベルン州内の htCrlttken市の近くAbcndぃrgに40ェー カーの土 地 を Guggenbuhlに
提供した。まもなく南の斜面には住宅が点在するようになり,月々の奉仕は Diakonissenすなわち




































と, すぐさま輝かしい報告を発表した。 ベス トセラーの小説や旅行記の著 者 である Ida Hahn―
Hahn伯爵夫人 (1805-1880)には,精神病的な夫との離婚の年に生まれた白痴の娘がいた。彼女
はAbcndbcrgのことを聞き,その地を訪れ,非常な感動をうけ,相当な金銭上の寄付 (7′50oスィ
ス・ フラン)を行なった。1843年, 彼女はベル リンで一冊のパンフレットを出版 した。 また,
Samucl Cridley Howcは, ァメリカに最初の白痴の地設を Massachuscttsに設立しようとして,
Abendbergを祝察した。彼はAbcndbcrgに圧倒されてつぎのようにのべている。




















Erlangcnの医学会,Badcnの国立医学会, Marscillcsの国立医学会, Strassburgの医学会, な
どの名誉会員や客員となっていることによってもうかがえる。したがって,Abondbcgのイメージ








(``Stl Cut quclqucs d′ctracteurs, ccux―ci nc Furent quc dc lёgёrcs touchcs dans lc solcil,










とを知りはじめた。 彼の決定的な挫折感となった最大の力は, かって英国の大臣だった Gordon











と VCrdatの2人 医師に公的な調査 (Apri1 20,1858)を命じたことは当然である。rDcs Abcn―









































































3月18日,彼は (Esquirol)その白痴少年を “白痴のように思われる子供"(un enttnt…semblablc
a un idiOt)とのべることによって,微妙に自己の立場を弁護しながら,SCguinの功績を認めた声
明を出した。もしわれわれが,白痴に何も指導することができないと決めた場合でも,白痴の状態
が改善されたならば,それは “白痴らしいもの"(a scCming idiOt)でぁった とい う ことによっ
て,顔を立てることができる。そうでなければ Esquirolは,“望ましい教育体系を立案することの
できる"人として,Seguinを是認する声明文を結んだであろう。
















1846年,Seguinは規範教本を発表した。それはアカデ ミー から栄誉を授け られ た し,また 彼
が,1人間性に報いた奉仕精神に感謝して,法王 Pius IXから著者に親書がもたらされた。 この著
▲  Th`Orie et pratique de l′ёducation de idiots.「Fwo parts. Paris, Bailliere. 1841 and 1842.












Seguinの名声は遠く広く広がったし,各国の精神病医たちは SCguinによってなされ た仕 事を
参観するためパ リー ヘ群れ集まった。しかし,丁度その時,1848年の革命となり,Seguinは新 制
度について疑惑をもっていたため,荷物をまとめてアメリカヘ移住した。彼は普通の開 業 医 とし
Clevclandに定住し,ついで OhiO州の POrtmouthへ移った。1860年, 短期間であったが,ペン
























4月に釈放された彼は, 帰国後 2,3人の盲児を父の家に収容した。 陸軍大佐 ThOmas Perkins
は,彼の熱意に感明して,盲人のための恒久的な施設として,ボストンのパール街にある自分の家
を庭園を提供した。この施設は,HOWeが1876年に没するまで管現した。HOWCはここで, 目の見
えないものや聾唖者たちの教育に, 新しい方法を発 展させた。 しかも, 彼の生徒の一人である
Laura Bridgman(聞くことも見ることもできない)に対する教育の驚くべき成功は, 彼に国際的
名声を博さしめた。 彼は精神に異状のあるものの研究をしている Dorothca Lyndc Dixゃ,教育




の子供に,かなり成功 した経験から,精神薄弱児や白痴に実際的な教育の第一歩を進 め たのであ
る。父は,``盲である白痴にこれだけのことができるならば, 盲でない白痴にはそれ以上のことが
できる''と推定したのである。




















学習指導や訓練のため, 3年間, 一年につき 2/500ドルを支給することに同意した。 1848年10月
1日, “実験学校"として利用するため, パーキンス施設 (PCrkins institutiOn)が開設された。
有能な教師,すなわち後になって,ペンシルバニアで先駆的な仕事をなした」amCS,B・Richardが
迎えられた。
3年間の然り頃になって, その場所を訪れた, 公立慈善施設連合委員会 (the」。int committcc
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